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研究の概要：21世紀型の突発性危機 emerging crisisと人間社会がコミュニケーションを保ち、
危機管理というプロセスに入ろうとするとき、その問題解決プログラムの策定過程においては、
時間と空間をベースにした暦象オーサリング・ツール Rekishowが必要になる。本研究では、
３次元空間に年表型データベースをマッピングし、その膨大な情報空間をユーザー間で共有し
ながら、事件の歴史的、地理的関係性を自由に編集し、視覚的に表示することを可能にするネ
ットワーク型データベースシステムを開発した。さらに、危機管理に関する長期データベース
を構築し、オーサリング・ツールと連動させながら具体的な危機解析を行った。 
 
研究分野／科研費の分科・細目／キーワード：経済学／経済政策（含む経済事情）・経済史／ 
暦象オーサリング・生活危機・生活水準・伝染病・データベース・衛生局年報・経済指標・ 
 人口動態統計 
 
 
１．研究開始当初の背景 
１）21世紀の「人間と社会」に派生する危機
に関する諸問題－金融システムの危機、国
際物流の遮断、感染症の伝染（新たな感染
症の登場と古い感染症の復活）、エネルギ
ー体系の破断、公益保全の破綻に伴う生活
の危機など－は、局所的かつ突発的に発生
し、そして時間的にも、空間的にも急速に
伝播する性質をもっている。 

２）この突発性危機 emerging crisisと人間
社会がコミュニケーションを保ち、危機管
理というプロセスに入ろうとするとき、何
よりも重要なことは、その突発性危機に関
する周縁環境の構造的特質、さらにそこへ
至る歴史的なプロセスを、単線ではなく、
複線的あるいは多元的に、客観的なデータ
を用いて策定し、分析者が瞬時に意思決定
できる環境を作り上げることである。 

 
２．研究の目的 
１）暦象オーサリングシステムの完成 
ｸﾗｲｱﾝﾄ制御機能・ﾃﾞｰﾀ管理機能・GIS連携
機能・サーバ管理機能の開発・強化 
２）長期データベースの構築 
道府県別の死因別死亡者数統計・法定伝染
病統計・農業生産関数の各歴史統計の構築 
３）暦象オーサリングシステムによる危機解  
 析 
 危機に関する歴史経路依存型でグローバ

ルなパースペクティブをもった研究の推進 
 
３．研究の方法 
上記グローバルな研究を推進するために、次
の４つの研究組織を形成した。 
１）政治経済：政治経済全般の変数 
２）疾病・感染症：疾病全般の変数 
３）公益保全：都市化・人的資本の変数 
４）環境・災害：気象変動・自然災害の変数 
各研究グループが構築した種々の長期危機
管理データベースならびに特定の各種暦象
データ（年表・徴兵体格など）を組み合わせ、
総合的かつ長期的な危機管理研究を実施し
てきた。 
 
４．研究の主な成果 
１）長期データベースと暦象オーサリング・
ツールの協調 
本研究を推進して以来、研究分担者および
研究支援者とも学問研究の奥深さと新たな
面白さとの出会いの連続である。暦象オーサ
リング・ツールの種々のプレゼンテーション
機能が人文・社会科学の研究教育に与えるイ
ンパクトは目を見張るものがある。しかし、
そのオーサリング・ツールを支えているのは、
本研究の各研究グループが蓄積している、
様々なタイプの資料に基づく長期データベ
ース(本研究ではとくに暦象データベースと
呼んでいる)に他ならないのである。 
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〔４．研究の主な成果（続き）〕 
こうした工夫を重ねて蓄積されたデータの
集合である暦象データベースと本研究が開
発している暦象オーサリング・ツールとの関
係をみると、つぎの 3つの大いに期待できる
可能性を指摘できる。それらは、１）分断さ
れたデータベースを統合することによるデ
ータの再利用、２）リンクされたデータに基
づく展開による過度の抽象化・概念化の抑制、
そして３）情報技術の限定的な活用を克服す
ることによる、データベースにおける｢検索｣
｢閲覧｣から｢分析｣への役割の劇的変化であ
る。これらの可能性を確認しながら、プロジ
ェクトの各研究グループが世界へ発信する
研究活動を行ってきたのである。たとえば、
疾病・伝染病研究グループでは、グローバル
な比較研究の視点から、「都道府県別死因別
死亡者数統計データベース」と「道府県別法
定伝染病統計データベース」を基礎データと
して策定し、近代日本の生活環境の変化にこ
れらの感染症（おもに法定伝染病）がどの程
度寄与してきたのか、そして、その影響から
人々はいかなる危機対応型の行動を示して
きたのかを堅実な実証手法で世界の研究者
に訴え続けてきた。 
 各研究グループが相互の研究目的を認知
しあいながら、上記のオーサリング・ツール
と長期データベースを有機的かつ合理的に
結合させ、2006 年度国際経済史学会（ヘル
シンキ、8 月 21 日～25 日）において
「Anthropometrics, Markets and Disease in 
Historical Standards of Living: Eurasian and 
American Countries」を組織した。 
２）暦象オーサリング・ツールの開発とその
斬新さ 
暦象オーサリング・ツールの開発では、過
去 5 ヵ年間に開発してきた暦象オーサリン
グ・ツールの新規機能の開発と既存機能強化
の中で、数量データ処理と統計分析に関する
伸長が注目された。こまた、国際学術専門誌
に掲載された論文(“Reki-Show Authoring 
Tools：Risk, Space and History”、ハード
コピー版と WEB 版で出版された)を通じて、
世界中の研究者にその有効性と斬新さが伝
えられたものと確信している。 
 さらに、暦象オーサリング・ツールとＧＩ
Ｓの連携では、統合型オーサリング・ツール
へ向けて、歴史 GIS との積極的な連携を提
唱・実現してきた。とくに、慶應義塾大学で
開発・研究されてきた GIS ツール “ILIAS”
との詳細な連携が注目され、２００６年１２
月に同志社大学で開催された「人文科学のた
めのコンピュータ学会」(通称、人文コン)に
おいて報告され、日本中の同種の関心を持つ
研究者により高く評価された。 
 

 
５．得られた成果の世界・日本における位置
づけとインパクト 
本研究の学術的価値は、１）暦象オーサリン
グ・ツールの開発、２）長期データベースの
構築・WEB 公開、そして３）国際水準の比較
研究の遂行の 3点に集約できる。過去 5カ年
間において延べ 66 回に及ぶ国際学会報告に
より、本研究の国際的知名度は上昇し、世界
最大規模の Social Science History  
association では、「慶應暦象グループ」とし
て世界の研究者に認知されている。また、長
期統計データベース（感染症・死因別死亡・
農業生産関数）の WEB 公開により、世界中の
研究者に日本の危機管理統計の有意義さが
主張できたと確信している。 
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